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1  シイラ

日本海

東シナ海 太平洋

初夏から秋にかけて
黒潮にのって日本へ

黒潮

対馬海流

海流（大きな海水の流れ）

シイラの回遊ルート

に

ひがし かい
たい

ほん

へい

かい

よう

かいりゅう おお かいすい なが

かいゆう

しょ

くろ しお に ほん

か あき

くろ しお

つしま かいりゅう

1  シイラの日
に

本
ほん

への回
かい

遊
ゆう

ルート

シイラシイラ

シイラってどんなシイラってどんな魚魚
さかなさかな

？？
突
つ

き出
で

たおでこ（ チェック）と、鮮
あざ

やかな体
からだ

の 

色
いろ

が特
とく

徴
ちょう

の魚
さかな

です（ 1 ）。体
たい

色
しょく

が金
きん

色
いろ

に見
み

える

ことから、海
かい

外
がい

では「D
ド ラ ド

orado（金
きん

色
いろ

という意
い

味
み

）」と

呼
よ

ばれています。世
せ

界
かい

中
じゅう

の暖
あたた

かい海
うみ

にすんでいて、 

20度
ど

以
い

上
じょう

の海
かい

水
すい

温
おん

を好
この

みます。初
しょ

夏
か

から秋
あき

にかけて、 

南
みなみ

の熱
ねっ

帯
たい

・亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

の海
うみ

から対
つ し ま

馬海
かい

流
りゅう

や黒
くろ

潮
しお

にのって 

日
に

本
ほん

にやってきます（ 1 ）。

生
う

まれてから、およそ1 年
ねん

で体
たい

長
ちょう

約
やく

60センチ

になるといわれています。大
おお

きいものでは体
たい

長
ちょう

が

1メートルを超
こ

え、最
さい

大
だい

で 2メートルになります。

1～2 年
ねん

で大
お と な

人になり、寿
じゅ

命
みょう

は3～4 年
ねん

です。夏
なつ

に

産
さん

卵
らん

し、日
に

本
ほん

の近
ちか

くでも産
さん

卵
らん

すると考
かんが

えられてい

ます。海
かい

面
めん

近
ちか

くを泳
およ

ぎ、トビウオ、カタクチイワシ

などの小
こ

魚
ざかな

やイカを食
た

べます。一
いっ

方
ぽう

で、マグロや

カジキなどの大
おお

型
がた

の魚
さかな

に食
た

べられてしまうことも

あります。

～ �～ �暖暖
あたたあたた

かいかい海海
うみうみ

のの黄黄
おうおう

金金
ごんごん

のの魚魚
さかなさかな

～～

長
なが

～く伸
の

びた 
背
せ

ビレも特
とく

徴
ちょう

的
てき

チェックチェック 性
せい

別
べつ

と年
ねん

齢
れい

の調
しら

べ方
かた

3  シイラのウロコの拡
かく

大
だい

図
ず

。模
も

様
よう

から4歳
さい

と予
よ

想
そう

できる

1234

大
お と な

人のシイラの性
せい

別
べつ

は頭
あたま

の形
かたち

で見
み

分
わ

けられ 

ます。おでこが角
かく

ばっているのがオス（ 1 ）、

丸
まる

いのがメス（ 2 ）です。

シイラの年
ねん

齢
れい

は、ウロコを使
つか

って調
しら

べます。 

シイラのウロコには木
き

の年
ねん

輪
りん

のような模
も

様
よう

ができ 

（ 3 ）、そのパターンを見
み

て年
ねん

齢
れい

を判
はん

断
だん

します。

1  �角
かく

ばったおでこのオス

オス

2  �丸
まる

いおでこのメス

メス



海
う み

に木
き

や竹
た け

（漬
つ

け木
ぎ

）を浮
う

かべ、集
あ つ

まってきたシイラを疑
ぎ

似
じ

餌
え

（ニセのエサ）で 
誘
さ そ

い出
だ

して、網
あ み

で取
と

り囲
か こ

み、まとめて一
い っ

気
き

にとる漁
ぎ ょ

法
ほ う

漬
つ

け木
ぎ

に集
あつ

まったシイラの群
む

れを疑
ぎ

似
じ

餌
え

で
誘
さそ

い出
だ

す
網
あみ

を投
な

げやすいところまで誘
さそ

い出
だ

したら、
回
まわ

りながら網
あみ

を投
とう

下
か

する
網
あみ

でぐるりと囲
かこ

んだら、ぎゅっと絞
しぼ

って網
あみ

を
巻
ま

き上
あ

げる

3  シイラのムニエル

2  シイラの子
こ

ども

（画
が

像
ぞう

提
てい

供
きょう

：京
きょう

都
と

海
かい

洋
よう

高
こう

校
こう

 中
なか

野
の

 光
ひかる

さん）

2  シイラ漬
づ

け漁
りょう

のイメージ

漬け木

擬似餌

つ ぎ

ぎ じ え

文
ぶん

：森
もり

山
やま

 丈
たけ

継
つぐ

網
あみ

網
あみ

擬似餌
ぎ じ え

浮
う

いているものが好
す

き
シイラの子

こ

ども（ 2 ）は、海
うみ

に浮
う

いている藻
も

 

（流
なが

れ藻
も

）に集
あつ

まります。藻
も

にはサンマ、ブリ、メジナ 

などの子
こ

どもがすんでいて、それを食
た

べて大
おお

きく 

なります。シイラは大
お と な

人になっても浮
う

いているもの

に集
あつ

まり、その周
まわ

りに群
む

れを作
つく

ります。この習
しゅう

性
せい

を 

利
り

用
よう

し、浮
ふ

遊
ゆう

物
ぶつ

を使
つか

って、集
あつ

まったシイラをつかまえ 

る方
ほう

法
ほう

は、「シイラ漬
づ

け漁
りょう

」（ 2）と呼
よ

ばれています。

シイラっておいしいの？
くさみのないあっさりとした味

あじ

で、海
かい

外
がい

で人
にん

気
き

の

魚
さかな

です。特
とく

にハワイでは「マヒマヒ」と呼
よ

ばれ、名
めい

物
ぶつ

 

料
りょう

理
り

にも使
つか

われています。日
に

本
ほん

でも、地
ち

域
いき

によっては 

人
にん

気
き

があり、刺
さ

し身
み

やムニエル、干
ひ

物
もの

などで食
た

べられ 

ています（ 3 ）。しかし、全
ぜん

国
こく

的
てき

には売
う

られている 

ことが少
すく

ないので、まだまだ食
た

べ物
もの

としての知
ち

名
めい

度
ど

は 

低
ひく

いです。最
さい

近
きん

は日
に

本
ほん

の周
まわ

りの海
かい

水
すい

温
おん

が高
たか

くなり、

シイラがとれる地
ち

域
いき

が広
ひろ

がってきています。これから、

どんどん注
ちゅう

目
もく

されるようになる

かもしれません。

シイラ漬
づ

け漁
りょう

 とは?



表
ひょうし

紙の写
しゃしん

真

海
かい

面
めん

付
ふ

近
きん

を泳
およ

ぐシイラ

シイラ、ブリ、サワラといった魚
さかな

は、もともと南
みなみ

の
暖
あたた

かい海
うみ

にすんでいました。しかし、海
かい

水
すい

温
おん

が高
たか

くなっ
たことで、今

いま
までよりも北

きた
の海

うみ
でもとれるようになり

ました。昔
むかし

はブリがほとんどとれなかった北
ほっ

海
かい

道
どう

でも、
今
いま

ではたくさんとれるようになり、いろいろな料
りょう

理
り

に
して食

た
べてもらう取

と
り組

く
みをしています。

暖
あたた

かい海
うみ

が好
す

きな魚
さかな

たち

冷
つめ

たい海
うみ

が好
す

きな魚
さかな

たち
冷
つめ

たい海
うみ

でくらすサケやハタハタは、海
かい

水
すい

温
おん

が高
たか

くなった
影
えい

響
きょう

を受
う

けて、ここしばらく日
に

本
ほん

ではとれなくなっています。
また、暑

あつ
いのが苦

にが
手
て

なイカナゴは、夏
なつ

から冬
ふゆ

の間
あいだ

に「夏
か

眠
みん

」を
します（詳

くわ
しくはおさかな瓦

かわら
版
ばん

122号
ごう

を見
み

てね）。夏
なつ

が長
なが

くなり、 
水
すい

温
おん

が高
たか

いままだと、長
なが

い期
き

間
かん

エサを食
た

べられずに弱
よわ

って 
しまうため、最

さい
近
きん

はほとんどとれない状
じょう

態
たい

が続
つづ

いています。

増
ぞう

減
げん

ハタハタ

サケ

シイラ

サワラ

ブリ

おさかな瓦
か わ ら ば ん
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ふーちゃん

あんじい仙
せん

人
にん

のもとで修
しゅ

行
ぎょう

している研
けん

究
きゅう

員
いん

です
ふっくんあんじい

ありとあらゆることを知
し

っているナゾのさかな仙
せん

人
にん

です

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

で増
ふ

えた魚
さかな

と減
へ

った魚
さかな

ニュースなどで「地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

」という言
こと

葉
ば

を、一
いち

度
ど

は聞
き

いたことがあるでしょうか。地
ち

球
きゅう

の 

気
き

温
おん

や海
かい

水
すい

温
おん

が少
すこ

しずつ高
たか

くなって、魚
さかな

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えています。

海
うみ

の環
かん

境
きょう

が変
か

わると、魚
さかな

たちはすみやすい場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

していきます。これから私
わたし

たちの 

食
しょく

卓
たく

にならぶ魚
さかな

も、今
いま

までとは少
すこ

しちがうものになるかもしれません。新
あたら

しい魚
さかな

をおいしく

食
た

べる工
く

夫
ふう

も必
ひつ

要
よう

ですね。

アンケートの
お願

ねが

い
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おさかな瓦
かわら

版
ばん

をより良
よ

くするためにアンケートを実
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し
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アンケートへのご協

きょう

力
りょく

をお願
ねが

いします。
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